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2013年3月期

第2四半期連結決算説明会

1

2012/11/72

1. 2013年3月期 第2四半期連結業績

2.経営方針と重要取組課題

３.技術開発の有力分野

４.2013年3月期 通期連結業績（予想）

決算説明会 内容
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2012/11/73

2013年3月期
第2四半期連結業績
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2012/11/74

2013年3月期 第2四半期 連結業績

売 上 高

営 業 利 益

経 常 利 益

当期純利益

11年4～9月
利益率

2,347

157
6.7%

160
6.8%

84
3.6%

12年4～9月

（実績）

2,282

125
5.5%

120
5.3%

-79
-3.5%

12年4～9月

修正公表値

2,280

125
5.4%

120
5. 3%

-75
-3. 3%

前期比
増減率

-65
-2.8%

-32
-20.3%

-39
-24.8%

-163

12年4～9月

修正公表値比

2
0.1%

0 
0%

0
0%

-4  

単位：億円
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2012/11/76

セグメント業績

6

2012/11/77

2013年3月期 第2四半期 セグメント業績

2012年3月期
（４－９月） 利益率

2013年3月期
（４－９月） 利益率

売上高 営業利益 売上高 営業利益

産業ガス 1,446 111 7.7% 1,483 112 7.6%
エレクトロニクス 561 31 5.6% 461 -6 -1.3%
エネルギー 177 6 3.7% 174 7 4.4%
その他 162 15 9.3% 163 17 10.8%
調整額 ▲6 ▲6
合 計 2,347 157 6.7% 2,282 125 5.5%

単位：億円
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2012/11/78

産業ガス関連事業

※売上高のグラフは、海外売上高ベースで分類しております

売 上 高 営業利益

980

465

957

526

0

1,000

2,000

11年4-9月 12年4-9月

国内 海外

111 112

0

100

200

11年4-9月 12年4-9月

＋61 (＋13.0 %)

1,4831,446

－23 (－2.4 %)

＋36 (＋2.6%)

＋1 (＋0.7%)
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2012/11/79

主な産業ガス関連事業（売上高）

≪海外≫

◆北米で窒素が好調

≪国内≫

◆前期は、一部の連結子会社の決算期変更に
よる増額影響あり

◆炭酸ガス需要減少

≪国内≫

◆好調な自動車生産に牽引され、
酸素・窒素ともに増加

◆関東地区で値上げ実施

≪海外≫

◆北米は、昨年カーバイド工場事故によ
る特需があったアセチレンが、今期は
減少

セパレートガス

432

132

445

139

0

300

600

11年4-9月 12年4-9月

国内 海外

565 584 ＋19 (＋3.5%)

＋6 (＋5.1%)

＋13 (＋3.0%)

単位：億円その他ガス

271

149

250

138

0

300

600

11年4-9月 12年4-9月

国内 海外

421 388
－32 (－7.6%)

－11 (－7.3%)

－21 (－7.8%)
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2012/11/710

主な産業ガス関連事業（売上高）

≪国内≫

◆前期は、一部の連結子会社の決算期変更に
よる増額影響あり

◆溶接材料需要減少

≪海外≫

◆北米で供給機器などの売上減少

≪国内≫
◆供給機器の売上およびガス利用機器

改造工事案件増加

≪海外≫

◆新規連結効果あり
◆北米のハードグッズ好調

10

ガス関連機器等

87

25
90

21

0

100

200

11年4-9月 12年4-9月
国内 海外

111 113 －2 (－1.3%)

－4 (－17.3%)

＋3 (＋3.4%)

溶断機器・材料

114

111

95

151

0

100

200

300

11年4-9月 12年4-9月

国内 海外

246
225 ＋21 (＋9.2%)

＋40 (＋35.8%)

－19 (－16.8%)

単位：億円

2012/11/711

主な産業ガス関連事業（売上高）

≪国内・海外≫

◆受注済の大型工事は順調に進行
◆今期は大型案件の減少傾向が続く
◆スペースシミュレーションチェンバー案件増加

単位：億円機械装置

36
5

35

21

0

50

100

11年4-9月 12年4-9月
国内 海外

42
56

＋14 (＋34.5%)

＋15 (＋274.9%)

－1 (－2.3%)
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2012/11/712

エレクトロニクス関連事業

406

155

336

125

0

500

11年4-9月 12年4-9月
国内 海外

売 上 高 営業利益 単位：億円

31

-6

-10

40

11年4-9月 12年4-9月

561
461

－100 (－17.8%)

－37 (－119.2%)

－30 (－19.3%)

－70 (－17.2%)
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2012/11/713

主なエレクトロニクス関連事業（売上高）

≪国内≫

◆シリコンウェハー減産により
アルゴン減少

≪国内≫

◆半導体、液晶パネル・太陽電池の
減産により、 数量・金額ともに減少

≪海外≫

◆北米で窒素・アルゴン減少

≪海外≫

◆ＳＤＳ事業売却により売上減少

セパレートガス

114

6

109

4

0

100

200

11年4-9月 12年4-9月
国内 海外

121 113
－2 （－34.1%)

－5 (－4.7%)

－7 (－6.3%)

単位：億円電子材料ガス

142

133

118

100

0

200

400

11年4-9月 12年4-9月
国内 海外

275 218 

－33 (－14.9%)

－23 (－16.8%)

－57 (－20.7%)
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2012/11/714

主なエレクトロニクス関連事業（売上高）

≪国内≫

◆機器・工事大型案件大幅に減少
≪国内≫

◆国内ＬＥＤメーカー向け受注
◆パワー半導体向けＵＲ２６Ｋ受注

≪海外≫

◆北米での機器案件減少

≪海外≫

◆台湾ＬＥＤメーカー向け納入

単位：億円電子関連機器・工事 ＭＯＣＶＤ装置

75

13

43

11

0

50

100

11年4-9月 12年4-9月
国内 海外

5
1

6
3

0

15

30

11年4-9月 12年4-9月

国内 海外

89

55
9

－34 (－38.2%)

＋3 (＋51.6%)
－2 (－15.5%)

－31 (－42.4%) ＋1 (＋27.3%)
＋2 (＋156.2%)
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2012/11/715

エネルギー関連事業

売 上 高 営業利益 単位：億円

177 174

0

100

200

11年4-9月 12年4-9月

6
7

0

10

20

11年4-9月 12年4-9月

－3 (－1.8%)

＋1 (＋17.2%)
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2012/11/716

主なエネルギー関連事業（売上高）

≪国内≫

◆工業用需要減により数量微減
◆輸入価格微減

≪国内≫

◆電力供給不安からＧＨＰ、エネファーム
の引き合い増加

単位：億円機器・工事等

12 13

0

25

50

11年4-9月 12年4-9月

＋1(＋6.7%)

158 154

0

100

200

300

11年4-9月 12年4-9月

ＬＰガス

－4(－2.3%)

2012/11/717

その他事業

売 上 高 営業利益 単位：億円

153

8

156

7

0

100

200

11年4-9月 12年4-9月

国内 海外

15 17

0

50

100

11年4-9月 12年4-9月

162 163
＋1 (＋0.7%)

＋2 (＋17.8%)

－1 (－15.6%)

＋3 (＋1.6%)
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2012/11/718

主なその他事業（売上高）

≪国内≫

◆医療用酸素は微減
◆医療関連機材が堅調
◆病院向け設備が好調

≪国内≫

◆主力のスポーツボトル需要横ばい

≪海外≫

◆昨年 韓国に設立した販社が、
連結対象外

メディカル関連事業

38

43

37

46

0

50

100

11年4-9月 12年4-9月
メディカル関連ガス 機器・サービス他

82 84

＋ 2(+5.5%)

－1 (－2.5%)

＋2(+1.8%)

サーモス事業

60

6

60

5

0

50

100

11年4-9月 12年4-9月
国内 海外

67 66 －1 (－1.4%)

－1 (－15.2%)

＋0 (＋0.1%)

単位：億円

2012/11/719

経営方針と重要取組課題



大陽日酸株式会社 2013年3月期第2四半期決算説明会 10

2012/11/720

経営方針

国内事業基盤のさらなる強化 海外事業の一層の拡大海外事業の一層の拡大

大陽日酸グループの再生

アジア発の産業ガスメジャーを目指す

2012/11/721

重要取組課題

◆産業ガス、エレクトロニクス関連事業を中心とした、

組織構造改革

◆北米事業の収益力強化をはじめとする海外事業の

拡大発展

◆プラントエンジニアリングの対応力強化

◆新たな収益の柱となる新規事業の創出

短期的には50億円の収益向上
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2012/11/722

技術開発の有力分野

2012/11/723

技術開発の有力分野

１．プラントエンジアリング分野
・技術紹介

２．先端医療分野
・酸素安定同位体
・凍結保存システム

３．環境・エネルギー分野
・水素ステーション

４．エレクトロニクス分野
・最新鋭ＭＯＣＶＤ装置 ＵＲ２６Ｋ

５．宇宙開発分野
・スペースチェンバー



大陽日酸株式会社 2013年3月期第2四半期決算説明会 12

2012/11/724

１．プラントエンジニアリング

＜大型空気分離装置＞

【概要】
・深冷空気分離装置は、これまで１００年の歴史の中で改善・改良を継続
・最近の大きな技術進歩は、大型装置の製作実現と充填塔の採用による

大幅な電力原単位の低減
・酸素量６５０００Ｎｍ3／ｈは、国内最大規模を誇る

充填物

2012/11/726

＜ＬＮＧ冷熱利用技術＞

【概要】
・液化酸素および液化窒素を製造する空気分離装置は、液化工程

において大量の電力を消費
・ＬＮＧ冷熱を利用した空気分離装置は、電力消費量を約５０％低減可能
・低圧から高圧まで様々なＬＮＧに対応可能
・ＬＮＧ冷熱利用空気分離装置の納入実績世界ナンバーワン

【ＬＮＧ冷熱利用空気分離装置の実績】
・1971年横浜に国内第１号機を納入
・現在、国内９基、海外１基 納入済

空気分離装置（千葉） 空気分離装置（愛知）

１．プラントエンジニアリング
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2012/11/727

＜概況＞

医療用ＰＥＴ診断薬の原料である、酸素安定同位体水-18Ｏ需要増加

①本年４月に米国で、アルツハイマー病へのＰＥＴ診断の使用認可

②従来用途のがん診断用も、年率5～10%で順調に成長
↓

①②合わせて、世界市場は５年後に倍増の見込み

＜当社の生産能力＞

➢千葉サンソセンター袖ヶ浦工場内に、生産能力 200Kg／年の

プラントを建設中 ←2013年初旬完成予定

➢既存設備（千葉ＳＣ 五井工場内）とあわせて300kg/年に

➢更なるプラント増設を現在検討中

２．先端医療分野（酸素安定同位体）

五井工場

2012/11/7

２．先端医療分野（凍結保存）

１９７２年～ １９９０年～ ２００８年～

小型容器

大型容器

ｾﾙﾊﾞﾝｸｼｽﾃﾑ

ｸﾗｲｵﾗｲﾌﾞﾗﾘｰⓇ

畜産分野から
スタート

２L～３６Lの
小型容器 基礎研究で

大量保存
100L～1000Lの

大型容器

大規模
ﾊﾞｲｵﾘｿｰｽ保存で

細胞集中管理

iＰＳ細胞やヒト細胞な
ど再生医療では
取間違いを防止
した細胞管理

セルバンク

28
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2012/11/7

液体窒素凍結保存容器国内シェア

東京大学医科学研究所 バイオバンクジャパン殿
オーダーメイド医療実現化プロジェクト

血清冷凍庫管理システム
【設備規模】

ＤＲ１０００ＡＴ型容器 ４７台 （１，０００L 容器）

大規模セルバンクシステム

２．先端医療分野（凍結保存）

29

ガスレビュー
2012.8.15号より

2012/11/7

ヒトｉＰＳ細胞用全自動凍結保存システム開発中

プロジェクト統括 京都大学ｉＰＳ研究所（ＣｉＲＡ）

プロジェクト名称 ＮＥＤＯ ヒト幹細胞実用化に向けた評価基盤技術開発
※幹細胞評価基盤技術研究組合に所属

自動凍結・保存・解凍装置 自動培養装置 細胞観察装置

２．先端医療分野（凍結保存）

30
当 社
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2012/11/732

３．環境・エネルギー（水素ステーション）

＜国内＞
水素燃料電池自動車（ＦＣＶ）の２０１５年からの一般普及開始に向けて、

２０１３年度から３年間で全国に１００か所程度の水素ステーションを設置
する計画が進められている。

現状の水素ステーションは設備コストが高額であり、広く普及させるには
大幅なコストダウンが必須である。

＜当社のＲ＆Ｄ＞
・独自のコンパクト設計によるパッケージ型

ステーションを開発
・従来よりも１／２の低コスト化を実現
・２０１３年度から販売を開始予定
・国内メーカーとして、水素ステーション

ビジネスの主導権を獲得する

2012/11/733

＜当社製パッケージ型水素ステーションの特長＞

・性能、安全、運転、メンテナンスにおいて、使いやすい設計

・省スペース ：長さ7000mm 幅2000mm 高さ2590mm （20ｆｅｅｔｺﾝﾃﾅ相当）

・充填圧力 ：35MPa・70MPa両用対応

・充填速度 ：水素 5kg／3分

・プレクール ：－40℃対応

・蓄ガス量 ：国内最大
（蓄圧器 93MPa、255L×4本）

３．環境・エネルギー（水素ステーション）
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2012/11/734

４．エレクトロニクス分野（最新鋭ＭＯＣＶＤ）

大口径量産型ＭＯＣＶＤ装置 ＵＲ２６Ｋ

【特長】
➢処理能力： ６インチ×１０枚

または
８インチ×６枚

↓
処理面積世界ナンバーワン

➢効率性 ：ガス制御技術により
成膜工程の高効率化実現

2012/11/735

大口径量産型ＭＯＣＶＤ装置 ＵＲ２６Ｋ

【受注状況】
・国内半導体メーカー向け（パワーデバイス用）

⇒２０１２年納入済
・名古屋工業大学 『窒化物半導体マルチビジネス創生センター』向け

⇒２０１３年納入予定

【今後の展望】
パワーデバイス用ＭＯＣＶＤ装置需要は
２０１４年以降に本格化

４．エレクトロニクス分野（最新鋭ＭＯＣＶＤ）
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2012/11/7
36

◆衛星開発時には、スペース チェンバー（宇宙環境試験 装置）による地上でのテストが不可欠
◆『はやぶさ プロジェクト』においても、当社スペースチェンバーが貢献

画像提供：

衛星関連ビジネス

大型スペースチェンバー

衛星本体のテストに使用

小型スペースチェンバー

衛星構成部品やエンジンの
耐久テストなどに使用

５．宇宙開発分野（スペースチェンバー）

2012/11/7

【海外案件/東南アジア向け 】

1.大型 熱真空ｽﾍﾟｰｽﾁｪﾝﾊﾞｰ

2. 小型熱真空ｽﾍﾟｰｽﾁｪﾝﾊﾞｰ

海外向け見積対応金額：約6億

【国家機関・民間】
1.大型熱真空スペースチェンバー 2件
2.大型特殊チェンバー 1件
3.中型熱真空スペースチェンバー 1件
4.小型熱真空チェンバー 3件
【大学関連】
1.中・小型チェンバー 2件

国内見積対応金額：約42億

◇国内外での衛星商戦の活発化 ⇒ スペースチェンバーの引合い増加

≪これまでの納入実績≫

計 ７１基（全て国内）
受注総額 約１２０億円

５．宇宙開発分野（スペースチェンバー）

37
写真提供：JAXA
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2012/11/738

2013年3月期
通期連結業績予想

2012/11/739

単位：億円

売 上 高

営 業 利 益

経 常 利 益

当期純利益

12年3月期

（実績）

4,774

310  
6.5%

297 
6.2%

212   
4.4%

13年3月期

（修正予想）

4,740

263
5.5%

243
5.1%

0
0%

増 減

（前期比）

-34

-47

-54

-212

増減率

（前期比）

-0.7%

-15.3%

-18.3%

-100.0%

2013年3月期 通期連結業績予想
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2012/11/740

2013年3月期 産業ガス関連事業セグメント予想

※売上高のグラフは、海外売上高ベースで分類しております

売 上 高 営業利益
単位：億円

1,991

919

1,927

1,090

0

1,000

2,000

3,000

4,000

12年3月期 13年3月期(予想)

国内 海外

217 234

0

100

200

300

400

500

12年3月期 13年3月期(予想)

＋170 (＋18.6%)

3,0172,910

－64 (－3.2%)

＋106 (＋3.7%)

＋１6 (＋7.8%)

2012/11/741

2013年3月期 エレクトロニクス関連事業セグメント予想

841

311

705

273

0

500

1,000

1,500

12年3月期 13年3月期(予想)

国内 海外

売 上 高 営業利益 単位：億円

59

-6

-50

0

50

100

150

200

12年3月期 13年3月期(予想)

1,152
978

－174 (－15.2%)

－65 (－110.1%)

－38 (－12.5%)

－136 (－16.2%)
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2012/11/742

2013年3月期 エネルギー関連事業セグメント予想

売 上 高 営業利益 単位：億円

388 410

0

250

500

12年3月期 13年3月期(予想)

16
19

0

10

20

30

40

12年3月期 13年3月期(予想)

＋21 (＋5.4%)

＋3(＋13.9%)

2012/11/743

2013年3月期 その他事業セグメント予想

売 上 高 営業利益 単位：億円

306

16

321

14

0

100

200

300

400

12年3月期 13年3月期(予想)

国内 海外

27 29

0

50

100

12年3月期 13年3月期(予想)

322
335

＋12 (＋4.0%)

＋2 (＋6.5%)

－2 (－12.5%)

＋14 (＋4.8%)
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2012/11/745

●本資料は、証券取引上のディスクロージャー資料ではなく、
その情報の正確性、完全性を保証するものではありません。

●また、本説明会および本資料には将来に関する計画や戦略、
業績に関する予想や見通しが記述されておりますが、
これらは現時点で入手可能な情報により当社が判断、
想定したものであり、実際の業績は様々なリスクや不確実性（経済
動向、市場需要、為替レート、税制や諸制度等がありますが、
これらに限りません。）を含んでおります。

●このため、現時点での見込みとは異なる可能性がございますことを
ご承知おきいただき、本資料のみに依拠して投資判断されますことは
お控え下さいますようお願い致します。

注 意 事 項


